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短篇集『壁』における〈選択〉をめぐって
中所聖
序 短篇集の意図
J. -P. サルトルの短篇集『壁』には，収録順に「壁」・「部屋」・「エロス
トラート」・「水いらず」・「一指導者の幼年時代」の5作品が収められてい． 
る。これらの作品を一つの集とする全体的意図に関しては，出版に際して
のサルトル自身による書評依頼状が存在する。
Personne ne veut regarder en face !'Existence. Voici cinq 
petites deroutes —tragiques ou comiques —devant ele, cinq 
vies. […] Toutes ces fuites sont arretees par un Mur; fuir 
!'Existence, c'est encore exister. L'Existence est un plein que 
l'homme ne peut quitter庄
5篇の作品を結ぶ共通項は，「実存を前にした一ー悲劇的な，あるいは
喜劇的なー潰走」である。そして，実存の漠とした不安からの逃避は，
すぺからく〈壁〉によって阻まれることになる。「脱ぎ捨てることのでき
ない充満」である〈実存〉からの逃避は，それ自体，実存の一つの形態で
しかあり得ないわけである。
短篇集『壁』は， このように全体にわたる一定のモチーフを有している。
しかし，執筆時期の早い4作品と最も遅い「一指導者の幼年時代」との間
には，やはり隔絶が見られる。それは，単に執筆時期のずれや作品の長さ
といった，一見してそれとわかるものにとどまらない。この点に関して，
アンナ・ボスケッティ女史は次のように指摘している。
1) Jean-Paul Sartre, <Euvres romtlnesques, Gallimard, 《Bibliotheque
de la Pleiade》,1981, p. 1807. [以下 O.R.と略記］
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leurs personnages [ =de ces quatre nouvelles] continuant a etre 
penses comme consciences phenomenologiques, sujets non pas 
d'histoires mais d'instantanes minutieux, dans une de ces situa-
tions limites qui devoilent toutes la meme verite essentielle sur 
!'existence. 
C'est justement sur ce point que le changement introduit 
par《L'enfanced'un chef》estevident; non seulement l'individu y 
est pla函 dansun contexte social et historique plus precis, mais il 
est suivi dans la diachronie pour montrer comment l'adulte se 
modele depuis les premieres experiences de l'enfant2l. 
サルトルの登場人物たちは， 4作品においては実存の真理を開示するた
めの「細密な瞬間写真」であったのが，「一指導者…」においては社会
的・歴史的コンテクストの中に置かれることになる。
後に『存在と無』を上梓したサルトルの哲学的思考に照らせば，実存か
らの逃避とは実存からの解脱には決してなり得ず，実存を前にした人間が． 
なす存在形態のー選択に他ならない。短篇集において，実存からの逃避と
挫折が共通のモチーフとしてあるにしても，その逃避を行わしめる〈選
択〉の深化と展開を，一つの隔絶，サルトルの思想的立場の転換点として
われわれは見出すのである。それは，後の『存在と無』において表明され
る〈選択〉の概念の形成の場であり，また，二つの長篇小説『嘔吐』と
『自由への道』との文字通り橋渡しをなす習作群として，短篇集『壁』を
位置づけるものである。
ここで，改めて各作品の執筆推定時期を確認しておきたい3)0
2) Anna Boschetti, Sartre etにesTemps modernes》,Les豆ditionsde 
Minuit, 1985, p. 70. 
3) Cf. D.R. 中の各作品のNotice,並びに MichelContat; Michel Rybalka, 
Les灰ritsde Sartre, Gallimard, 1970, pp. 58-71. 
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1938年3月：『嘔吐』 出版
1939年1月：短篇集『壁』出版
1943年6月：『存在と無J出版
1945年3月：『自由への道』第1巻「分別ざかり」出版
???
?
??
??ぃ
?
?? ???↓
?
ー
: 1935-[あるいは] 6年~1937年春
: 1936年
: 1937年初頭~1937年春
: 1937年2月~1937年5月
n [⑤「一指導者の幼年時代」： 1938年~193碑 7月
推定される時期は①一②一③一④で重なりが多く見られ，微妙な特定は
困難であるが，強いて執筆開始時期を基準に並べれば上記のようになる。
ここでは①～④の順序づけに拘泥するのではなく，①～④と⑤との間の 1
年ほどの時間的隔たりに注目し，①～④を前期 (I),⑤を後期 Cn) と
みなした上で考察を進めてゆくものとしたい。
1一①． 「部屋」
われわれは，ある種の閉塞的状況を前期4作品の特徴として指摘するこ
とができる。自らの意志によってであれ，他から強いられたものであれ，
閉ざされた状況が，作中人物達に〈実存〉を強く感じとらせるという機能
を果たしている。
「部屋」に登場する 4人の人物のうち，健康的で活力あふれるダルベダ
氏を除いて，他の3人は部屋を出ようとしない人々である。ダルペダ夫人
は得体の知れない病気で寝室に閉じこもっており，娘エヴは，狂人となり
つつある夫ビエールの傍らを離れようとせず，一日のほとんどを薄暗い部
屋で過ごしている。
この物語は， ピエールとダルペダ氏を両極として両者の間にエヴとダル
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ベダ夫人を配するという形で，各人の実存に対するあり方を描いている。
つまり，ダルベダ氏は日常に満足し，動き回る人間を「共感をもってなが
める刈人物であるから，〈実存〉の不安からは最も遠い位置にあると言
える。ピエールについて言えば，妻のエヴによると，「事物はピエールに
だけその真の姿を見せる”」のだということになる。しかし， ここで注意
すぺきは， この「事物の真の姿」とは部屋の中を飛び回る彫像のようなヴィ
ジョンであり，『嘔吐』におけるロカンタンの存在認識と混同されてはな
らないということだ。ピエールは，狂気，あるいは装われた狂気によって，
現実世界とその世界内における実存の認識を飛び越えてしまっている。ま
た，ダルベダ夫人は，自らの即自的な存在のあり方に，ただ身を委ねると
いう一種の自己放棄でもって安逸のうちにある。エヴ一人だけが，実存的
不安を感じとる位置におかれていることになる。
Son corps [ =d'Eve] itait raide et tendu, il lui faisait mal; ele 
le sentait trop vivant, indiscret: 《Jevoudrais etre invisible et 
rester la; le [=Pierre] voir sans qu'il me voie. 1 n'a pas besoin 
de moi; je suis de trop dans la chambre.》6)
最後の「私は余計なものである」というのと同じ表現が，『嘔吐』の中. . . . . . . . . 
にも見出される。「私もまた余計なものであった」(《moiaussi j'etais de 
tropn》)とイタリックで強調され，少し後でまた《j'etaisde trop pour 
l'eternite8>》と繰り返されているのである。ェヴにおいては， きわめて
刹那的に浮かんだ「余計な存在」という感覚は．ロカンタンにとっては普
遍的・「永久」的な認識であった。エヴは存在の即自性を薄々感じとりな
がらも．ロカンタンのような存在の理解には至らず， この場合多分に装わ
4) 《1d . 如 sagea1tles passants avec sympathie》(O.R.,p. 248). 
5) 《a Pierre seul les choses montra1ent leur vrai visage》(ibid.,p. 253). 
6) Ibid. 
7) U、aNausee》,ibid., p. 152. 
8) Ibid. 
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れたものであるが，狂気の世界へと無理にでも入り込み，実存の直視を避
ける。そしてただ，ダルベダ氏をはじめとする，実存を感じとることのな
い人々に対する嫌悪を表明するに終始しているのである。
こういうエヴにおいて，〈選択〉が問題となることは明らかである。夫
を入院させて自らの健康な生活を取り戻すということを拒否し続けること
によって，彼女はすでに一つの選択を行ってしまっていることになる。彼
女は，夫が自分を必要としていないことを充分承知しており，加えて，彼
女の選択が夫の病状をむしろ悪化させるということを理解している。彼女
の行為は，現実世界での自己のあり方を選びとることの拒否という，いわ
ば虚偽の選択であると言えよう。
I―②. 「エロストラート」
「エロストラート」の主人公もまた，アパルトマンの 7階に自らを閉じ
込めるようにして，人間を見下ろし続けたいと考えている。そして，彼の
〈選択〉は全く唐突になされる。「ある夜，人間どもを撃ち殺してやろう
と思いついた”」のである。その根本的な動機となっている人間嫌悪は，
彼が用意した犯行声明ともいうべき， 102名の作家に宛てた書簡の中で表
明されている。
je vous dis que je ne peux pas les [ = les hommes] aimer. […] 
ce qui vous attire en eux me degoute. J'ai vu comme vous des 
hommes mastiquer […J. Est-ce ma faute si je prefere assister 
au repas des phoques? [ .] Vous aimez qa, je le sais, vous 
appelez qa la vigilance de l'Esprit. Mais moi qa m'ecreure: je ne 
sais pas pourquoi; Je suis ne amsi . • "10) 
. . 
ここでは，咀噌という最も動物的な行いに象徴される人間存在のなまの
9) 《u . n smr l'id翁 m'estvenue de hrer sur des hommes》(O.R.,p. 264). 
10) Ibid., p. 271. 
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姿が，彼に吐気を催させる。このような嫌悪感はサルトルの小説作品全体
を貫いているものであるが，「エロストラート」の場合，人間が虫けらの
ように存在するのであれば，虫けらのように踏み潰してしまえとでもいう
ような，極端な攻撃的衝動にまで押し進められている。こういう行動を通
じて主人公は，ダイヤモンドのように硬い，光り輝く存在になりたいと考
える。
1 y avait plus de deux mille ans qu'il [ = Erostrate] etait mort 
et son acte brillait encore, comme un diamant noir. [ .] Si on 
prend i;a d'une certaine fai;on, c'est atroce mais, d'un autre cote, 
, a donne a !'instant qui passe une force et une beaute conside-
rables. […] j'etais un etre de l'espece des revolvers, des petards 
et des bombes. Moi aussi, un jour, au terme de ma sombre vie, 
j'exploserais et j'illuminerais le monde d'une flamme violente et 
breve comme un eclair de magnesiumm. ． 
「黒ダイヤ」のような行為強力な武器という意味をあらかじめ担って
造り出された「ピストル」，嫌悪を催させる現実世界を照らし出す「マグ
ネシウムの閃光」。こういったものに対する憧憬は，やはり〈実存からの
救済〉の希求であると言えよう。その意味で先の引用はまた，『嘔吐』の
一節との類似性を強く感じさせる。
chasser !'existence hors de moi, vider les instants de leur graisse, 
les tordre, les assecher, me purifier, me durcir, pour rendre enfin 
le son net et precis d'une note de saxophone四
「ピストル・爆薬・爆弾」となって「マグネシウムの閃光」のように世
界を輝かせたいという衝動は，「私の外に存在を追い出し，瞬間から脂肪
をぬき，ねじり，乾かし，私を純粋にし，硬化させる」という欲望と同種
1) O.R., pp. 269-270. 
12)≪I、aNausee》,ibid., p. 206. 
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のものである。どちらも，ねばねばとした存在形態から自らを引き離し，
瞬間的であれ，硬質で純粋なものへと変貌しようとする。しかし，『嘔吐』
においては， このような〈実存からの救済〉が不可能なものとして自覚さ
れるのに対し，「エロストラート」の主人公は，殺人という反社会的，か
つ，一瞬の閃光という意味では反時間的行為によって，それを現実化しよ
うとする。彼は，サルトルの小説作品の主人公としては例外的に現実行動
を起こすのであるが， しかしそれは，現実の生を生きる中で自己のあり方
を選びとってゆくという，時間的背景を負った選択であるとは言い難い。
主人公が実際にピストルの引き金をひく時，そして， トイレの中に追い
つめられ自殺しようとして果たせず，扉を開けて投降するその時，彼が行っ
たのは，われわれの解釈を拒絶する，蕪倫の，それゆえ全く白由な〈選
択〉なのだと言えよう。
1一③． 「水いらず」
「水いらず」においては，人間の実存を露呈させる典型的行為として，
先の咀噌に代わり性行為が取り上げられている。主人公リュリュは性的不
能の夫を裏切り，愛人ピエールと関係するが，彼女の求めるものはやは
り，一つの〈純粋さ〉であると言えよう。純粋さへの渇望が満たされるの
は，愛人ピエールとよりもむしろ夫と共にいる時であると気付いた彼女は，
一旦，夫のもとを逃げ出した後，最後の別れと称して夫婦の部屋に戻る。
Ils se coucherent […] . Elle [=Lulu] lui prit la tete a deux 
mains et le regarda fixement. 《Tues pur, toi, tu es pur.》Ilse 
mit a pleurer. […］ 
Ils pleurerent longtemps. […] Si on pouvait rester comme c;a 
toujours: purs et tristes comme deux orphelins;13l 
リュリュが最終的に夫のもとへ戻るのは， このような純粋さが，夫とな
13) O.R., p. 308. 
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らばたとえ一時でも実現できるからであろう。夫は，少なくともピエール
より，肉体としての存在を感じさせないのである。
しかし， リュリュの行った二度の選択一愛人と共にニースヘ旅立とう
としたことと，その後，結局は夫のもとへ戻ったこと―ーは，二重の自己欺
睛に覆われている。まず，日常生活における自分の居心地の悪さー—それ
こそが彼女にとっての，実存のかすかな感得に他ならないのだが一それ
をあたかも夫の凡庸さがその原因であるとし，さらには，〈存在すること〉
の居心地の悪さを夫の性的不能による不幸にすりかえる。そして，夫のも
とに戻る際には，今度は夫の不能を〈純粋さ〉に仕立て上げるのである。
リュリュのまなざしは， このように，存在の居心地の悪さを感じながら
も決して存在自体に向けられることはなく，日常を浮遊している。それゆ
え彼女の選択は，問題のすりかえによって瑣末事の中を右往左往する結果
をもたらすだけで，現実の何ものをも変える力を持たない。サルトル的小
説世界の，これもまた一つの特徴として，結末は結局のところ作品冒頭の
状況へと復するのである。もともと〈存在理由〉をもたぬ作中人物たちは，
因果関係の時間性を免れ，自由を保障された上で無償の選択を行い，そし
て，彼らの行動は徒労に終わるのである。
I―④.「壁」
「壁」の主人公パプロは，スペイン内戦時の人民戦線政府の協力者とし
てファシストに囚われており．自分の処刑が確定的であることを知ってい
る。このような限界状況が．パプロにとっての実存の直視の契機となって
いる。
Je ne tenais plus a rien, en un sens, j'etais calme. […] tout 
ce qui venait de mon corps avait un sale air louche. […] je ne 
sentais plus rien qli'une espece de pesanteur, une presence immonde 
contre moi; j'avais !'impression d'etre lie a une vermine enorme1-0. 
14) 0.R., p. 227. 
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je trouvais aussi que les objets avaient un drole d'air: ils etaient 
plus effaces, mains <lenses qu'a l'ordinaire翌
このように，自分の肉体をも含めた事物が疑問の余地なく存在するかの
ような，いわば必然的世界がそのヴェールを剥がされ，実存が直視される
時，それまでは確固たる目的や理由に支えられていた人間行為もまた，そ
の無償性が明らかにされるのである。処刑を待ちながらパプロは自分の過
去を思い起こすが，死を前にして見つめられる過去の生は， もはやその意
味を示しはしない。彼は過去において，「あたかも自分が不死身であるか
のように，すべてを生真面目に考えていた町のである。
パプロは，仲間の隠れ家を明かすならば，釈放のチャンスを与えられる
ことになる。しかしすでに，死を目前にして，あらゆることに興醒めてし
まった後である。したがって，仲間の居所を明かさず，その命を救うこと
にさほどの価値も見出せなくなっている。
Mon amitie pour lui etait morte un peu avant l'aube [ .] en 
meme temps que mon desir de vivre. [ .] sa vie n'avait pas 
plus de valeur que la mienne; aucune vie n'avait de valeur. [ .] 
je me foutais de l'Espagne et de l'anarchie: rien n'avait plus 
d'importance. Et pourtant j'etais la, je pouvais sauver ma peau 
en livrant Gris et je me refusais a le faire. Je trouvais qa 
plutot comique: c'etait de l'obstinationm. 
パプロは，自分の命がかかった選択の前に立たされた。彼はもはや，大
義にも自己犠牲の美徳にも何ら価値を見出さないのであるから，彼の選択
は何ものにも束縛されない〈自由な選択〉なのである。彼は，つまりは仲
15) Ibid., pp. 226-227. 
16) 《jeprenais tout au serieux comma si j'avais ete immortal》
(ibid., p. 225). 
17) Ibid., p. 231. 
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間のグリスを救うことになる選択を行う。それはきわめて倫理的なものに
見えるが，実際には，自分を閉じ込め，処刑しようとした連中の思い通り
になりたくないという「強情さ」による選択なのである。
今や，〈自由な選択〉と〈無償の選択〉は判別し難いものであると言え
よう。〈無償の選択〉，むろん，〈偶然性としての存在〉に因ってきたるこ
の選択は，悲劇的でも重大でもあり得ず，むしろ喜劇的様相を呈しさえす
るのである。
I. 「一指導者の幼年時代」
前期4作品においてわれわれが確認したのは，実存を前にした逃避の行
動に際して，刹那的かつ無償の〈選択〉が共通して見られるということで
ある。そこからは，人格的特徽を備えた人物像はほとんど浮かび上がって
こない。実存の不安に彩られた状況の中で．ある時は欺職に満ちた．また
ある時は衝動的な〈選択〉が提示されるのである。作品の成否とは離れて．
われわれの (JI択〉という観点から言えば，前期4作品には時間性及び社
会性の入り込む余地はない。これに対し「一指導者…」では．実存の不安
に脅かされつつも，自己の社会的権利の確認に至る人物像が描かれること
になる。
主人公リュシアンは，常に他者から与えられる自己の存在規定を受け入
れながら成長する。作品冒頭からすでに，そのことが象徴的に示され
る。幼児期の彼は，女の子のような服を着せられ，周囲の人々から可愛が
られることによって，本当に女の子になってしまうのではないかと感じて
いる。
Tout le monde lui dirait: ma jolie petite cherie; peut-etre que 
qa y est deja, que je suis une petite file; […] il avait envie de 
s'embrasser la saignee du braslB). 
18) O.R., p. 314. 
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ここで注意すべきは，〈suis〉がイタリックで表されていることであ
る。〈etre〉と〈exister〉との哲学上の意味の違いをふまえた上で，サル
トルは， リュシアンが考える「存在すること」とは〈etre〉であるという
ことを強調しているのである。すなわちリュシアンは，「実存すること」． 
(exister)を直視するのではなく，「彼は学生である」という場合のよう
に，すでに名称と意味を付与された既定の存在として自己を定義したいと
願うわけである。
作品のずっと後で，先の引用場面が，作者によって意図的に反復されて
いるのを見ることができる。傾倒するシュールレアリストの詩人から「君
はランポーだ」と言われ， リュシアンはその言葉を受け入れるのである。
《Vousetes Rimbaud, […］．》[…]A ces moments-la il lui parais-
sait qu'il avait connu, tres longtemps auparavant, des impres-
sions analogues […] . […] Et une fois il promena ses levres 
sur son avant-bras, du poignet a la saignee du coude11>● 
自分が何者であるかという規定を，他者からなされることに半ば陶然と
しながら，幼い頃そうしたかったように「肘の内側の窪み」に唇をはわせ
るのである。リュシアンは，他者の目の中に自己の存在の意味を求めるこ
と町こよって，実存の不安から自らを救い出そうとし続け，作品の終わり
には，出身階級をそのまま受け入れる形で，指導的立場の人間として自ら
を規定する。
このように彼の選択には，幼・少年期という時間的・社会的背景があ
る。一人の指導者の形成される過程が，すでに，その出自・環境を含めて. . . 
描かれており，やがて「自分は指導者である」という確認がなされる決定
的瞬間として，〈選択〉が姿を現すのである。この点，前期4作品におけ
19) O.R., p. 348. 
20) 《Levrai Lucien —il le savait Ii present —il falait le chercher 
dans les yeux des autres》(ibid.,p. 386). 
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る〈刹那的・衝動的選択〉と一線が画されるのは明瞭であろう。さらに，
「一指導者・・・」においては〈選択〉は無償ではない。彼の選択は世俗的意
味で有益ですらあろうが， ここではそういう意味ではない。たとえ欺職的
であっても，それは現実の生を方向づける〈選択〉であるという点で，無
償ではないのである。
むろん，サルトルはこのような生のあり方を肯定的に描いているのでは
ない。逆に，主人公の〈選択〉に見られる欺職を，実存からの逃避として
糾弾する意図をもっている。先の書評依頼状に，「彼は逃亡し， 自らの権
利の凝視のうちに避難するII)」と記されている通りである。短篇集におけ
る共通項としての〈実存からの逃避〉が描かれていることに変わりはない
のだが， ここでは，その〈選択〉が時間的・歴史的背景をもって，現実世
界における主人公の〈存在〉を方向づけるという点が注目されるのであ
る。
田． 〈無償の選択〉，そして〈根源的選択〉
以上から，〈選択〉は二つに分けられよう。前期4作品に見られた，存
在の偶然性にもとづく〈無償の選択〉とも言うべきものと，現実世界に向
けて自己のあり方を決定する〈選択〉との二つである。後者については，
『存在と無』の中でその名称が与えられることになる。すなわち，「根源的
選択」 (lechoix originel)である。
Ce choix original s'operant face au monde et etant choix de la 
position dans le monde est totalitaire [ .]; [ .] c'est lui qui 
-choisit }'attitude de la personne en face de la logique et des 
prmc1pes, •四
21) 《ils'evade, il se refugie dans la contemplation de ses droits》
(0.R., p. 1807). 
22) Jean-Paul Sartre, L'方~re et le N, 如ant,Gallimard, 《Bibliothi!quedes 
Idees》,1943, p. 657. 
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また，別の箇所ではこう説明されている。
le choix subjectif par lequel chaque personne se fait personne, 
c'est-a-dire se fait annoncer a elle-meme ce qu'elle est23> 
このような根源的選択は．前期4作品の登場人物とその行動からはうか
がえぬものであり，「一指導者…」において初めてその萌芽を現したので
． 
あると言えよう。ただし． リュシアンの場合，自分が何者であるかをみず
． 
から決定したとは言い難いのであるけれども。好むと好まざるとに拘らず，
現実世界の中で自己を選びとらざるを得ないというサルトルの思想のー局
面が．それまでの偶然性と無償性にのみ力点をおく作品とはやや異なって．
一人の人間の伝記的記述という形式をもつ作品において現れてきたのであ
る。
それでは，前期4作品における〈無償の選択〉は， 『存在と無』の中に
その痕跡を残してはいないだろうか。われわれはやはり，選択そのものの
偶然性を述べた次の箇所を指摘することができる。
Le choix, […] precisement parce qu'il est choix, rend compte 
de sa contingence originelle, car la contingence du choix est 
l'envers de sa liberte笠
このように，〈根源的選択〉は，〈無償の選択〉を否定した上でなされる
という性質のものではない。『嘔吐』，そして『壁』の前期4作品において
強調された偶然性と無償性は，否定されるのではなく，「一指導者…」を
経て，〈根源的選択〉における裏面へと変化したわけである。 「選択の偶
然性は選択の自由の裏面」なのである。このサルトルの言葉から考えを進
めると，そもそも〈自由〉という概念が有する二面性に思いあたる。人間
にとってのいわば負の側面として，自由とは自己の存在理由の欠如，すな
23) Ibid., p. 62. 
24) Ibid., p. 659. 
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わち〈偶然性〉と〈無償性〉の類義語に他ならない。また，正の側面とし
て，それはまさしく非拘束ゆえに人間の全き主体性を保障する。この両面
のどちらを強調するかによって，〈選択〉は，悲惨にして滑稽な〈無償の
選択〉として提示されるか，あるいは，「おのおのの人格が自己をして人
格たらしめる主観的選択」と表現されるかに分かれるであろう。つまり，
〈根源的選択〉は， この自由の両面を含み込みつつも，当初の食の側面が
はるかに弱められ，後の正の側面が前面に押し出されることによって成立
する概念なのである。
短篇集『壁』の位置づけに戻ろう。サルトルは，同書の出版に際して次
のような書簡をジャン・ポーランに宛てている。
ces nouvelles representent un moment determine d'un plan general. 
La Nausee definit l'existence. Les cinq nouvelles decrivent les 
diverses fuites possibles devant ele […] et montrent l'echec de 
chacune d'elles avec Le Mur qui les borne. Pas d'evasion pas-
sible. Je ferais alors entrevoir la possibilite d'une vie morale 
au sein de l'existence et sans evasion, cette vie que je veux definir 
dans man procham roman . 25) 
ここで言われていることを要約すると， (1)サルトルはまず『嘔吐』に
おいて実存を定義し， (2)その実存からの逃避と挫折を『壁』の 5作品で
描いた。 (3)その上で，実存の只中での逃避なき倫理的な生の可能性を，
次の長篇小説でかいま見せることになるだろう，ということになる。われ
われは， この(2)の段階を，さらに前期と後期に分けたわけである。実存
からの逃避はあり得ないということを，前期4作品は作者の意図通り明示
していたが，そこから「倫理的な生の可能性」へと移行するためには，と
もかくも現実へと向けられた〈選択〉という，新たな視点の展開が必要で
25) Jean-Paul Sartre, Lettres au Castor et a quelques autres, I, Galli-
mard, 1983, pp. 218-219. 
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あったのだと言えよう。その展開の端緒が，「一指導者…」において見ら
れたのである。この〈現実世界に面した選択〉はさらに，他者から貼られ
たレッテルを受け入れるという非主体的要素を極力排された上で，〈根源
的選択〉と名付けられる。そのようにして，〈自由〉によって個人的主観
性の価値を保障されつつ，世界に向かってなされる〈選択〉は，次に，集
団的・社会的価値である〈倫理〉の選択たらんとするであろう。
1938年7月に書かれた，サルトルのボーヴォワール宛の書簡の中に，「一
指導者…」執筆中に『自由への道』のテーマが発見されたという事実を確
認することができる。
J'ai trouve d'un coup le sujet de mon roman, ses proportions 
et son titre. Juste comme vous le souhaitiez: le sujet c'est la 
liberte. 
Voici le titre Cleが volumes'appellera: Le Serment). 
Adieu, petit hon, je travaille a L'Enfance d'un chef et la 
finirai a tempsl!S). 
短篇集『壁』の前期4作品から．倫理的な生の可能性と自由というテー
マを扱う小説プランは，直接には導かれ得なかった。それを可能にしたの
が，〈無償の選択〉から〈根源的選択〉への大きな契機に他ならぬ．「一指
導者の幼年時代」であったのだと言えよう。
周知のごとく，先の長篇小説のプランは，現在われわれが見る『自由
への道』で十全に実現されているとは言えない。われわれが考察してき
た〈選択〉をめぐる展開は，小説においては早々と断念され~ジュネ』・
『言葉』・『家の馬鹿息子』といった伝記的作品群に継承されることになる
のである。
（博士課程後期課程）
26) Ibid., p. 210. 
